
　菊川市社会福祉協議会では今年度も各種事業を実施します。「福祉啓発イベント事業」、「ふ
れあい広場開催事業」、「福祉有償運送事業」、「ボランティア事業」など、どの事業も地域の
みなさまのご協力があって成り立っています。今年度も社協職員一同、一層の努力をして地
域とのつながりを深めていきますので、みなさまのご理解ご協力をよろしくお願いします。

今年度も各種事業を実施します

ひきこもり・不登校相談員

生活支援コーディネーター

長年の功績に感謝

手話は言語打ち合せ中

はじめての手話講座

社会福祉大会

よろしくお願いします

フェイスブックページ

https://
www.facebook.com/
kikugawasyakyou/
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社会福祉法人　菊川市社会福祉協議会
〒439-0019 静岡県菊川市半済1865（プラザけやき内）

☎〈0537〉35-3724　Fax〈0537〉35-3202
Eメール　info@kiku-syakyou.or.jp

 ホームページ http://www.kiku-syakyou.or.jp/
社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に

「安心していきいき暮らせるまち」を考え、推進する民間団体です。
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● 平成29年度会費について

● 主な事業概要

　平成29年度住民の皆様や団体の皆様等からいただいた
会費をもとに以下の事業に活用させていただきました。

● 平成30年度予算概要のお知らせ

● 平成30年度事業計画

本年度の予算概要及び事業計画をお知らせいたします。

※上記事業の中から主な事業内容を一部抜粋して掲載。

①地域福祉活動事業
②福祉啓発イベント事業
③福祉有償運送事業
④ボランティア活動事業
⑤地域福祉事業活動等諸経費

4,575,000
919,000

1,188,000
100,000

3,826,600
10,608,600

43%
9%

11%
1%

36%
100%

事　業　名

合　　計

合　　計

金　額 構成比
支　出

支　出 （事業別）
①地域福祉活動事業

地域福祉事業 在宅福祉事業

【会費支出】
単位：円①会費収入

②寄付金収入
③経常経費補助金収入
④受託金収入
⑤貸付事業等収入
⑥事業収入
⑦介護保険事業収入
⑧障害者サービス等事業収入
⑨医療事業収入
⑩受取利息配当金収入
⑪その他の収入
⑫その他の活動による収入

10,590
10

57,401
66,522

128
770

195,954
3,678
7,740

24
4,644

14,679
362,140

2.9%
0.0%

15.9%
18.4%
0.0%
0.2%

54.1%
1.0%
2.1%
0.0%
1.3%
4.1%

100.0%

予算額 構成比
収　入 単位：千円

単位：千円

※構成比については四捨五入をしています。

※事業については抜粋して掲載しております。

①地域福祉
　活動事業
　43%

②福祉啓発
　イベント事業
　9%

③福祉有償
　運送事業
　11%

④ボランティア
　活動事業
　1%

⑤地域福祉事業
　活動等諸経費
　36%

【収　入】

収入

①会費収入 2.9%
②寄付金収入 0.0%

③経常経費
　補助金収入
　15.9%

④受託金収入
　18.4%
⑤貸付事業
　等収入
　0.0%

⑥事業収入 0.2%

⑦介護保険
　事業収入
　54.1%

支出総額：333,976 千円

⑧障害者
　サービス等
　事業収入
　1.0%

⑨医療事業収入
　2.1%

⑪その他の収入 1.3%
⑩受取利息
　配当金収入
　0.0%

⑫その他の活動による収入 4.1%

◆地域福祉推進基礎組織育成事業
　社会福祉協議会の職員（小地域福祉活動コーディネーター）が各地区の活動を
支援しました。
　そして、地域福祉を推進し、地域のニーズを地域で解決していくため、各地区の
コミュニティ協議会の部会を地域福祉推進基礎組織として育成を図りました。
　また、各地区の地域福祉推進基礎組織（地区社会福祉協議会）と今後の地域福
祉推進についての情報交換会を行いました。

◆地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会
　菊川市役所福祉課と共同で事務局を担い、地域の各種団体等の代表の方を委
員とする推進委員会を開催し、平成28年度から５年間の「第３次菊川市地域福祉
計画・地域福祉活動計画」推進評価を行いました。

②福祉啓発イベント事業

③福祉有償運送事業

◆市民社会福祉大学
　平成30年３月３日（土）にプラザけやきにて、開催しました。「『優しい社会　冷た
い社会』本当に優しい社会とはどんな社会なのか？」と題し、渡辺哲雄氏（日本福祉
大学中央福祉専門学校専任教員）に講師をお願いしました。事例を交えてのお話
で、本当の優しい社会について一緒に考える場となりました。参加者は84名でし
た。

◆ふれあい広場開催事業
　平成29年10月28日（土）に菊川市民総合体育館にて開催し、38団体の参加と
約670人が参加しました。子どもも高齢者も、障がいを持つ人も持たない人もお
互いが共に助け合い、一緒に生きていく喜びを感じられる住み良い菊川市を築く
ため、また、福祉について考えるきっかけづくりとするために開催しました。
　運営委員会と実行委員会をそれぞれ4回開催し、協議を重ね、当日は実行委員
団体やボランティア等の相互の協力により、随所でふれあいや笑顔が溢れるふれ
あい広場となりました。

◆地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進評価
　◦地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会　
◆市民福祉教育の推進事業
　◦市民社会福祉大学　◦みんなのしあわせ懇談会事業
   ◦地域福祉教育実践校助成事業
◆小地域福祉活動の推進事業
　◦小地域福祉活動推進事業　◦地域福祉推進基礎組織育成事業
   ◦生活支援コーディネーター事業　※重点事業
   ◦ふれあい健康づくり
◆広報・啓発事業
　◦広報活動事業　◦ふれあい広場　◦菊川市社会福祉大会開催事業
　◦精神障がい者組織化支援・交流事業
　◦共同募金運動推進事業　◦大規模災害被災時対応訓練
　◦権利擁護推進事業　※重点事業
　◦菊川市慰霊祭（小笠地域）開催事業
◆総合相談及び生活支援事業
　◦福祉総合相談事業　◦心配ごと相談事業
　◦結婚相談事業　◦生活福祉資金貸付事務及び相談支援
　◦セーフティネット支援ネットワーク事業
　◦日常生活自立支援事業
　◦自立相談支援事業（生活困窮者自立支援法事業）※重点事業
　◦「ひきこもり」問題に社会福祉施設・団体の連携での取り組み
◆ボランティア活動の推進事業
　◦ボランティア相談事業　◦ボランティア講座等の開催
◆福祉サービス事業
　◦福祉有償運送事業　◦特殊寝台貸出事業及び福祉用具貸出事業
　◦福祉車両の貸出　◦視覚障がい者外出支援事業
　◦レクリエーション用具等貸出

◆一般高齢者通所事業（いきいきサロン）
◆移送サービス事業

児童館・子育て支援センター事業
◆菊川児童館
◆小笠児童館
◆きくがわ子育て支援センター事業
◆おがさ子育て支援センター事業

介護保険・障害者福祉事業
◆きくがわ居宅介護支援事業所
◆きくがわヘルパーステーション
◆中部デイサービスセンター
◆きくがわ訪問看護ステーション
◆社協　きくがわ支援事業所

　菊川市に在住するひとり暮らしで身体の不自由な高齢者、身体障害者及び知的障害者並びに精神障害者
で、移送手段を確保することが困難なため、医療、福祉施設等本人が希望するサービスの利用や外出等が困難
な人に対して、福祉有償運送事業を実施しました。年間で180回の利用がありました。総務企画係 （☎35－3724）問合せ
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● 平成29年度会費について

● 主な事業概要

　平成29年度住民の皆様や団体の皆様等からいただいた
会費をもとに以下の事業に活用させていただきました。

● 平成30年度予算概要のお知らせ

● 平成30年度事業計画

本年度の予算概要及び事業計画をお知らせいたします。

※上記事業の中から主な事業内容を一部抜粋して掲載。

①地域福祉活動事業
②福祉啓発イベント事業
③福祉有償運送事業
④ボランティア活動事業
⑤地域福祉事業活動等諸経費

4,575,000
919,000

1,188,000
100,000

3,826,600
10,608,600

43%
9%

11%
1%

36%
100%

事　業　名

合　　計

合　　計

金　額 構成比
支　出

支　出 （事業別）
①地域福祉活動事業

地域福祉事業 在宅福祉事業

【会費支出】
単位：円①会費収入

②寄付金収入
③経常経費補助金収入
④受託金収入
⑤貸付事業等収入
⑥事業収入
⑦介護保険事業収入
⑧障害者サービス等事業収入
⑨医療事業収入
⑩受取利息配当金収入
⑪その他の収入
⑫その他の活動による収入

10,590
10

57,401
66,522

128
770

195,954
3,678
7,740

24
4,644

14,679
362,140

2.9%
0.0%

15.9%
18.4%
0.0%
0.2%

54.1%
1.0%
2.1%
0.0%
1.3%
4.1%

100.0%

予算額 構成比
収　入 単位：千円

単位：千円

※構成比については四捨五入をしています。

※事業については抜粋して掲載しております。

①地域福祉
　活動事業
　43%

②福祉啓発
　イベント事業
　9%

③福祉有償
　運送事業
　11%

④ボランティア
　活動事業
　1%

⑤地域福祉事業
　活動等諸経費
　36%

【収　入】

収入

①会費収入 2.9%
②寄付金収入 0.0%

③経常経費
　補助金収入
　15.9%

④受託金収入
　18.4%
⑤貸付事業
　等収入
　0.0%

⑥事業収入 0.2%

⑦介護保険
　事業収入
　54.1%

支出総額：333,976 千円

⑧障害者
　サービス等
　事業収入
　1.0%

⑨医療事業収入
　2.1%

⑪その他の収入 1.3%
⑩受取利息
　配当金収入
　0.0%

⑫その他の活動による収入 4.1%

◆地域福祉推進基礎組織育成事業
　社会福祉協議会の職員（小地域福祉活動コーディネーター）が各地区の活動を
支援しました。
　そして、地域福祉を推進し、地域のニーズを地域で解決していくため、各地区の
コミュニティ協議会の部会を地域福祉推進基礎組織として育成を図りました。
　また、各地区の地域福祉推進基礎組織（地区社会福祉協議会）と今後の地域福
祉推進についての情報交換会を行いました。

◆地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会
　菊川市役所福祉課と共同で事務局を担い、地域の各種団体等の代表の方を委
員とする推進委員会を開催し、平成28年度から５年間の「第３次菊川市地域福祉
計画・地域福祉活動計画」推進評価を行いました。

②福祉啓発イベント事業

③福祉有償運送事業

◆市民社会福祉大学
　平成30年３月３日（土）にプラザけやきにて、開催しました。「『優しい社会　冷た
い社会』本当に優しい社会とはどんな社会なのか？」と題し、渡辺哲雄氏（日本福祉
大学中央福祉専門学校専任教員）に講師をお願いしました。事例を交えてのお話
で、本当の優しい社会について一緒に考える場となりました。参加者は84名でし
た。

◆ふれあい広場開催事業
　平成29年10月28日（土）に菊川市民総合体育館にて開催し、38団体の参加と
約670人が参加しました。子どもも高齢者も、障がいを持つ人も持たない人もお
互いが共に助け合い、一緒に生きていく喜びを感じられる住み良い菊川市を築く
ため、また、福祉について考えるきっかけづくりとするために開催しました。
　運営委員会と実行委員会をそれぞれ4回開催し、協議を重ね、当日は実行委員
団体やボランティア等の相互の協力により、随所でふれあいや笑顔が溢れるふれ
あい広場となりました。

◆地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進評価
　◦地域福祉計画・地域福祉活動計画推進委員会　
◆市民福祉教育の推進事業
　◦市民社会福祉大学　◦みんなのしあわせ懇談会事業
   ◦地域福祉教育実践校助成事業
◆小地域福祉活動の推進事業
　◦小地域福祉活動推進事業　◦地域福祉推進基礎組織育成事業
   ◦生活支援コーディネーター事業　※重点事業
   ◦ふれあい健康づくり
◆広報・啓発事業
　◦広報活動事業　◦ふれあい広場　◦菊川市社会福祉大会開催事業
　◦精神障がい者組織化支援・交流事業
　◦共同募金運動推進事業　◦大規模災害被災時対応訓練
　◦権利擁護推進事業　※重点事業
　◦菊川市慰霊祭（小笠地域）開催事業
◆総合相談及び生活支援事業
　◦福祉総合相談事業　◦心配ごと相談事業
　◦結婚相談事業　◦生活福祉資金貸付事務及び相談支援
　◦セーフティネット支援ネットワーク事業
　◦日常生活自立支援事業
　◦自立相談支援事業（生活困窮者自立支援法事業）※重点事業
　◦「ひきこもり」問題に社会福祉施設・団体の連携での取り組み
◆ボランティア活動の推進事業
　◦ボランティア相談事業　◦ボランティア講座等の開催
◆福祉サービス事業
　◦福祉有償運送事業　◦特殊寝台貸出事業及び福祉用具貸出事業
　◦福祉車両の貸出　◦視覚障がい者外出支援事業
　◦レクリエーション用具等貸出

◆一般高齢者通所事業（いきいきサロン）
◆移送サービス事業

児童館・子育て支援センター事業
◆菊川児童館
◆小笠児童館
◆きくがわ子育て支援センター事業
◆おがさ子育て支援センター事業

介護保険・障害者福祉事業
◆きくがわ居宅介護支援事業所
◆きくがわヘルパーステーション
◆中部デイサービスセンター
◆きくがわ訪問看護ステーション
◆社協　きくがわ支援事業所

　菊川市に在住するひとり暮らしで身体の不自由な高齢者、身体障害者及び知的障害者並びに精神障害者
で、移送手段を確保することが困難なため、医療、福祉施設等本人が希望するサービスの利用や外出等が困難
な人に対して、福祉有償運送事業を実施しました。年間で180回の利用がありました。総務企画係 （☎35－3724）問合せ
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Ｑ．現在の活動について教えてください。
　現在、民生委員・児童委員と菊川市社会福祉協議会の心配ごと相談員をやら
せてもらっています。民生委員・児童委員は２期目で５年になります。いずれ
も最初の頃は自分でも何か役に立つことが出来ればとはりきっていましたが、
最近は少し慣れて来たためか緊張感を欠き、活動が低調に来ており反省してい
ます。
　活動の内容はどちらも悩んでいることや困っていることを聞きます。何もし
てあげられないこともありますが、会って話をすることはとても良いことだと
感じます。機転の利かない性格のため、悩んだことも有りましたが、今は相手
の事を考え、その中で自分の出来ることをやっています。

Ｑ．活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　民生委員・児童委員をやっていて、中には、余計なお世話と反発されることもあり落ち込むこともありま
した。しかし、「長くやってよ」と言ってくれる方もいて嬉しく思います。
　少し前、体調を崩し辛かった時期がありました。その時、自分が伺っていた家の方が、私の体調を気遣っ
てくれてとても嬉しかったです。人との繋がりや、人に対する思いやりの大切さを感じました。民生委員・
児童委員をやっていると、自分が助けられたり、感動することが沢山あります。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　一人旅に出て絵を描くことと、グループでハイキング
をすることが趣味です。
　小さいスケッチブックを持って、古い町並みや神社仏閣、
美しい自然をよく見てスケッチすることで、光景がより
心に残ります。
　子どもの頃は絵を描くのは下手で大嫌いでしたが、退
職後たまたま見たテレビ番組に影響を受けスケッチを始
めました。始めの頃は、カルチャースクールや図書館の
本を見て勉強したりしました。苦労しましたが、今では
楽しみながら絵を描いています。
　ハイキングは近所の親しい方と新緑、紅葉、お花などを求めて
チャレンジしています。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。
　体調を崩したことで、健康でなければ何も出来ないのを実感しま
したので、これからは健康管理をしっかりやっていきたいです。
　あと、絵が上手になりたいのと、運動も好きなのでスケッチブッ
ク持参の一人旅とグループハイキングに数多くチャレンジして楽し
みたいと思います。

皆さんとの出会いを大切にしています

山田照義さん
（自治会名：青葉台三丁目）

ハイキング仲間と

冬の花　夏の花

4※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。

笑顔、輝いてます　－第82回－



そんだもんで東
（小笠東地区地域サポーター）

　私たちは小笠東地区コミュニティセンターくすりんを拠点にし、地域の方とのふれあいを大切に
楽しく生き生きと毎日が暮らせることを目標に10名の仲間で活動しています。
【主な活動】

【その他活動】
●おかえりなさいコール運動
　第２水曜日　小学生の下校時間に合わせて通学路の４か所に立ち、「おかえり」の声掛けを実施
しています。
●認知症予防（にこやか太鼓の会）
　第１・３水曜日　くすりんにて約30名が集まってゲームや、和太鼓を使って歌や簡単な体操等
で交流を深め半日を楽しく過ごします。参加したい方の中には会場までの移動手段がない等の声
があり今後の課題となっています。

　これからも地域の方とのふれあいを大切に、活動していきたいと思います。
そんだもんで東　代表　守屋 初男

７月　福祉マップ作り
　いつ発生するかわからない災害に素早
く弱者を避難誘導し守ることが出来るの
か、毎年、自治会代表と一緒にマップの
見直しを行います。

３月　お花見歩こう会
　桜の花が見ごろの頃に合わせ、くすり
んから丹野池公園まで、おしゃべりをし
ながら歩きます。今年は桜の花もボチボ
チと咲き出し、お天気にも恵まれた日で、
うっすらと気持ちの良い汗をかき楽しく
歩きました。

11月　地の神様づくり
　最近ではコンクリートの社が多く見か
けられますが、ワラ、竹を使って昔なが
らの地の神様を作ります。サポーターで
材料を用意し、前日みんなで準備をしま
す。希望が有れば一人暮らしの方にお届
けしたり、大変喜ばれてます。毎年、参
加者は40名位です

９月　福祉講演会
　元気で楽しい人生を目標に、市の出前
行政講座を利用し健康等の講演会を開催
します。

２月　豆まきの会
　毎年、小笠東小学校の体育館で地域の
子どもから大人まで集まり行っています。
豆まきの由来のお話やゲーム等を行い、
最後に豆まき大会を楽しみます。
　年々参加者も増え、平成３０年は約
200人の方に来て楽しんでいただきまし
た。
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　５月19日（土）菊川市民総合体育館において、スポーツに親しみ、体力維持と健康増進に努め、
障がい分野を越えて親睦を深めることを目的に開催しました。交流会には、手をつなぐ育成会
も参加され、55名程が、親睦を深めながらの交流となり、大いに盛り上がりました。
　組ごとの最高得点者は、次のとおり
です。
　　Ａ組（3m）　安田秋彦さん
　　Ｂ組（4ｍ）　永田大佑さん
　　Ｃ組（5ｍ）　奥　美枝子さん
　　Ｄ組（5ｍ）　鈴木幸子さん
　　Ｅ組（5ｍ）　八木きよさん
　　Ｆ組（5ｍ）　落合雄一郎さん
　　Ｇ組（5ｍ）　青野幸子さん
　　Ｈ組（7ｍ）　永井利夫さん

　５月25日（金）菊川駅隣にある報恩寺にて、“ま
たきてカフェin報恩寺”を開催しました。
　町部地区の居場所として、本堂と和室の一室
をお借りし、住職さんによる法話、特別養護老
人ホーム千寿の園の職員による紙芝居を行いな
がら、別室では自由に過ごせる場として開放し
ました。
　この居場所は参加の対象を特に設けず、町部
地区内外から参加でき、40名以上の参加者で賑
わっていました。
　またきてカフェin報恩寺は２カ月に１度開催
する予定で、次回は７月27日（金）の開催です。

　４月26日（木）開店直後のしずてつストア小笠店の一画をお
借りし、よろず屋相談会を開催しました。よろず屋相談会は店舗
などにいらした地域に暮らす住民の皆さんの様々な声をお聞きし、
ニーズを把握する機会とするため、生活支援コーディネーター事
業の一環として昨年度から実施しています。
　昨年度は２店舗、２地区センターで実施しました。今年度の
初回となったしずてつストア小笠店でも、お忙しい中足を止め、
「買い物に行く回数や手段は？」「あったら良いと思うサービス
は？」などの問いかけにお答えいただきました。よろず屋相談会
の旗を見かけたら、足をお止めいただき、お声を聞かせいただけ
ればと思います。

第６回　「菊川市身障者フライングディスク交流会」を開催しました。

またきてカフェ in報恩寺を開催しました。

よろず屋相談会を開催しました。

6子育て相談　火～土曜日　9：00～16：30　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698

「みなさまへのご報告」



あなたもヘルプマンになりませんか？
「空いた時間を有効活用したい」…「ちょっと空いた時間があるんだけど何かやりたい」
…と思っているあなた！社協と一緒に地域デビューしませんか？
ヘルプマンとは？菊川市内で生活していて“ちょっとした困りごと”を抱えている方に
“ちょっと空いた時間”で支援する方のことです。

～担当者が活動のコーディネートを行います～

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

こんなボランティアに参加してみない？
「ラグビーワールドカップ」２０１９公式ボランティア募集

わかばの会
　わかばの会は菊川市役所長寿介護課の平成29年度筋力アップ応
援隊養成講座（第２期）を受講した60歳代、70歳代の男性１名、
女性６名で活動しています。講座修了後の健康体操教室が好評で、
継続して現在２回目を開催中。筋力アップトレーニングだけでなく、
笑いヨガや脳トレ、さらにカラオケも含めて、体・心・頭・声帯の
体操とバラエティーに富んだ教室です。自分自身の健康作りも兼ね
て、親しくなった高齢者と和気あいあいと楽しんでいます。
　メンバーば健康に興味がある人ばかりで、教室実施日の準備や終了後の反省会では、テレビなど
から得た健康法を教えあったり、自分が続けている体操を披露したりで盛り上がります。時には、
ツボを押されて悲鳴を上げることも。もしよかったら遊びにいらしてください。
 問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　☎３５ー３７２４　FAX ３５－３２０２

 募集人数 　全国12開催都市合計10,000人　このうち静岡県では、700人から1,000人が予定されています。
 募集期間 　2018年7月18日（水）午前11:59まで
 主な応募要件 　①2019年３月31日時点で満18歳に達している方（※未成年者は保護者同意書）
 　　　　 　②日本語でコミュニケーションが可能な方
 　　　　 　③一日あたり最長８時間の活動にご参加いただける方
 　　　　 　④インタビュー（面接）やトレーニング（研修）に御参加いただける方
 　　　　 　⑤ラグビーワールドカップ2019TM日本大会公式ボランティアプログラムの
 　　　　 　　趣旨にご賛同いただける方
 　　　　 　⑥原則として、大会期間中、最低活動日数４日間以上※参加できる方
 大会期間 　2019年9月20日～11月2日（エコパでの試合　9月28日、10月4日、10月9日、10月11日）
 活動内容 　・観客サービスサポート（おもてなし）
 　　　　 　・ファンゾーン（パブリックビューイング等を実施）運営サポート
 　　　　 　・アクレディテーションサポート（関係者への入場証の発行等）
 　　　　 　・ワークフォースサポート（スタッフ、ボランティア休憩所運営補助等）
 　　　　 　・輸送サポート（シャトルバス乗り場での観客の移動等）　など
 主な活動場所（予定） 　・小笠山総合運動公園エコパスタジアム及びその周辺
 　　　　 　・ファンゾーン会場（静岡市、浜松市）
 応募方法 　オンラインでの申し込みになります。個人のパソコン、スマートフォンから下記
 　　　　 　URLにアクセスしてください（郵送,電話,ファックスでの申し込みはできません。）
 　　　　 　URL: https://www.rugbyworldcup.com/volunteers
 　　　　 　（応募要項も掲載されています｡）
 問合せ先 　ボランティアプログラムコールセンター
 　　　　 　☎03-4405-6225　E-Mail：info_vot@japanrugby2019.or.jp

求むボランティアさん 問合せ先　菊川市社会福祉協議会　☎３５－３７２４
FAX３５－３２０２
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ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき　☎35-3724



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００
心配ごと相談
 日時 　７月２日（月）   ９：００～１２：００
　　　  ７月17日（火）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　７月 ５日（木）１３：００～１６：００
　　　  ７月20日（金）    ９：００～１２：００
 会場 　中央公民館

結婚相談
 日時 　７月６日（金）１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  ７月15日（日）    ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　  ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
　　　  ※奇数月の第１金曜日は女性専用日になります。
ひきこもり、不登校無料相談会
 日時  　７月２日（月） １３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

 開催日時 　平成30年８月４日（土）　10：00～14：00
 会　　場 　草笛の会施設内　【菊川市上平川７－１】
 内　　容 　チャリティーバザー、施設紹介、ふれあいステージ、模擬店など
 　　　　 　※チャリティーバザーの提供品は７月20日（金）まで回収します。
 　　　　 　ご協力よろしくお願いします。
 問合せ先 　草笛の会　草笛共同作業所　☎７３－５２３９

　高齢者の生活に「笑顔」を増やすことが、レクリエーションの目的の1つです。レクリエー
ションは、人と人とのコミュニケーションの場になり、最高の笑顔が生まれます。
　この講座を通じて、アレンジ方法や視点を変えることにより、対象者が「やりたい」「楽
しい」と思えるレクリエーションのノウハウ、寄り添った支援のあり方等について学びま
しょう。
　さあ、まずは講座に参加して、心と体をリフレッシュし笑い声あふれる時間を共有しま
しょう！

 持 ち 物 　飲み物、タオル（運動ができる服装）
 定　　員 　30名程
 　　　　 　参加に関しては、一日参加も可能です。
 申込方法 　７月25日（水）までに電話
 　　　　 　又は窓口にてお申込みください。
 申込・問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　☎３５－３７２４

回 開　催　日 内　　容 場　　所

１ 平成30年８月11日（土）
13：30～15：30

対象者をその気にさせる“コツ”
レクリエーションのテクニック 菊川市総合保健福祉センター

プラザけやき　201会議室
(受付開始：13：00)２ 平成30年９月15日（土）

13：30～15：30
対象者を笑顔にさせる“コツ”
音楽を使ったアレンジ法

参加者募集　各種事業
第3６回くさぶえ夏の祭典のご案内

誰もが笑顔になれる レクリエーション講座開催（ふれあい健康づくり）
～ 楽しい時間をつくる 魔法のコツ　第２弾 ～

レクリエーション講座で仲間づくりができます
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